
五
月
一
九

日
に
開
催
し

た
平
成
二
五

年
度
総
会
は
、

三
五
名
の
会

員
が
出
席
し
、
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

平
成
一
九
年
に
創
設
し
た
坂

本
城
を
考
え
る
会
は
、
現
在
二

百
名
を
超
え
る
会
員
と
な
っ
た
。

七
年
目
を
迎
え
、
僅
か
づ
つ
で

も
活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

へ
の
天
田
省
三
会
長
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。
引
き
続
き
梶
原
幹
事

の
司
会
で
総
会
が
進
行
さ
れ
、

今
年
度
の
事
業
計
画
が
決
定
さ

れ
た
。
総
会
終
了
後
は
、
大
津

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

松
浦
俊
和
所
長
に
よ
る
「
大
津

の
水
城
ー
坂
本
・
大
津
・
膳
所
」

の
記
念
講
演
が
あ
っ
た
。

■
平
成
二
四
年
度
事
業
報
告

○
城
址
を
中
心
と
し
た
観
光
ガ

イ
ド
と
案
内
看
板
の
設
置

○
「
光
秀
と
坂
本
城
」
の
紙
芝

居
を
作
成
し
、
下
阪
本
文
化
祭

な
ど
で
実
演

○
滋
賀
県
や
坂
本
観
光
協
会
が

支
援
し
た
団
体
へ
の
ガ
イ
ド

○
城
址
公

園
で
の
清

掃
活
動
、

会
員
研
修

日
帰
り
旅

行
、
広
報

活
動
な
ど

■
平
成
二

五
年
度
事

業
活
動

●
城
址
を

中
心
と
し

た
下
阪
本
地
区
で
の
観
光
ガ
イ

ド●
ガ
イ
ド
を
充
実
す
る
た
め
の

勉
強
会
の
開
催

●
下
阪
本
地
域
と
の
連
携
強
化

●
従
来
事
業
の
継
続

会
報
の
発
行
、
公
園
の
清
掃
作

業
、
文
化
祭
へ
の
参
加
、
会
員

研
修
日
帰
り
旅
行
、
広
報
活
動

●
折
衝
活
動
の
継
続

城
址
石
垣
の
活
用

■
平
成
二
四
年
度
収
支
報
告
と

平
成
二
五
年
度
収
支
予
算
は
省

略
す
る
。

■
平
成
二
五
年
度
の
役
員

会
長
・
天
田
省
三

副
会
長
・

河
村
益
孝

事
務
局
長
・
梶
原

大
義

会
計
・
渡
辺
豊

幹
事
・

藤
本
一
也
・
恒
岡
善
博
・
成
宮

律
子
・
奥
村
多
栄
子
・
山
岡
周

天

会
計
監
査
・
並
木
益
雄

(

記
・
山
岡)
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坂
本
城

ボランティアガイド活動中
ホームページ更新中

第
七
回
総
会
を
終
え
て

活
動
を
継
続
し
て
ま
す

坂本城址公園の清掃
活動に参加を
坂本城を考える会では、坂本城址公園の

清掃活動を続けており、公園利用者にすっき

り気持ちよくなったと喜ばれています。

と き １１月１６日（土）
９時～１１時

ところ 大津市下阪本「坂本城址公園」

持ち物

軍手な

ど

服装

作業が

できる服

装

を
考
え
る
会

会
報



平
成
十
九
年
の
会
設
立
当
初

か
ら
、
天
田
会
長
の
構
想
に
あ
っ

た
観
光
用
案
内
看
板
が
、
報
道

関
係
者
も
集
ま
る
中
、
平
成
二

十
五
年
三
月
に
完
成
し
た
。

こ
の
地
域
に
は
、
坂
本
城
に

関
す
る
観
光
客
へ
の
案
内
看
板

等
が
皆
無
で
あ
り
、
天
田
会
長

は
是
非
と
も
設
置
し
た
い
と
の
、

熱
い
想
い
が
あ
っ
た
。
会
が
設

置
す
る
の
は
筋
違
い
で
は
な
い

か
、
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、

大
津
市
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

の
後
押
し
も
あ
り
、
実
現
し
た
。

当
初
は
東
南
寺
前
へ
の
設
置

を
検
討
し
た
が
、
諸
般
の
事
情

で
頓
挫
し
、
坂
本
城
址
公
園
へ

の
設
置
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら

が
大
変
で
、
城
址
公
園
は
県
が

所
管
し
て
お
り
、
許
可
を
得
る

の
に
一
苦
労
。
役
員
を
は
じ
め

歴
史
博
物
館
の
先
生
、
大
津
市

関

係

、

業

者

等

の

協

力
を
得
て
、

年

度

末

ぎ

り

ぎ

り

に

完
成
し
た
。

製

作

は

㈱

ニ

シ

オ

カ
で
あ
る
。

完

成

後

は

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ガ

イ

ド

の

説

明

時

に

も

対

応

し

て
い
る
。
遠
来
の
観
光
客
も
徐
々

に
増
え
、
旅
人
を
温
か
く
迎
え

る
、
大
津
市
市
民
憲
章
に
も
寄

与
し
て
い
る
。

坂
本
城
址
公
園
へ
お
出
か
け

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
夏
の
気
候
は
異
常
気
象
に

見
舞
わ
れ
て
、
全
国
各
地
で
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

当
地
は
幸
い
に
も
大
き
な
被
害

に
は
至
ら
ず
何
よ
り
で
し
た
。

坂
本
城
を
考
え
る
会
も
去
る

三
月
に
、
念
願
の
観
光
案
内
看

板
を
、
大
津
市
の
支
援
も
受
け
、

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

月
例
役
員
会
で
、
地
元
の

文
化
祭
へ
の
参
加
（
一
一
月

三
日
）
や
清
掃
活
動
（
一
一

月
一
六
日
）
、
研
修
旅
行

（
一
一
月
八
日
）
も
決
ま
り
、

各
担
当
役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
ご
苦

労
様
で
す
。

現
在
、
長
岡
京
市
を
中
心
と

し
て
、
ガ
ラ
シ
ヤ
夫
人
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
化
運

動
を
精
力

的
に
取
り

組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

当
地
は
ガ

ラ
シ
ヤ
の

少
女
時
代

を
過
ご
し

た
場
所
で

も
あ
り
、

い
ず
れ
は
放
映
さ
れ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し
み

に
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

当
地
を
訪
ね
る
観
光
客
も
増

え
て
き
ま
し
て
、
役
員
仲
間
で

ガ
イ
ド
を
買
っ
て
出
て
い
ま
す
。

光
秀
公
に
対
す
る
親
近
感
は

確
実
に
増
え
て
い
る
と
痛
感
し

て
い
る
昨
今
で
す
。

例
年
、
十
一
月
の
文
化
の
日

を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
下
阪
本

学
区
文
化
祭
に
「
坂
本
城
を
考

え
る
会
」
と
し
て
、
活
動
の
概

要
の
展
示
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

本
年
度
も
十
一
月
二
日
、
三
日

に
出
展
す
る
段
取
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

す
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
し
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の

様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

：｢

２
階
の
和
室
で
紙
芝
居

を
し
て
い
ま
す
よ
～
。
子
ど
も

さ
ん
は
、

景
品
を
も

ら
え
ま
す

よ
～
」
：

会
場
の

入
り
口
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な

が
ら
の
呼
び
込
み
。

展
示
会
場
で
は
、
会
員
手
作

り
の｢

坂
本
城
と
光
秀｣

の
紙
芝

居
が
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
傍
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文
化
祭
で
紙
芝
居
上
演

本
年
も
や
り
ま
す
よ
！

観
光
案
内
看
板
で
き
る

坂
本
城
を
考
え
る
会

会
計

渡
辺

豊

光
秀
へ
の
想
い

坂
本
城
を
考
え
る
会

代
表

天
田

省
三



ら
の
机
の
上
に
は
、
４
枚
の
折

り
紙
で
作
っ
た
色
と
り
ど
り
の

｢

独
楽｣
や
箸
袋
な
ど
が
。
さ
ら

に
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
小
箱
も
。

紙
芝
居
は
、
簡
潔
に
１
２
の

場
面
に
ま
と
め
、
光
秀
の
人
と

な
り
や
業
績
が
わ
か
り
や
す
く

説
明
出
来
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
。

１
日
に
４
回
の
上
演
を
予
定

し
、
２
日
間
に
わ
た
り
に
天
田

会
長
を
始
め
会
員
が
交
代
で
演

じ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
観
客

が
集
ま
る
と
そ
の
都
度
す
る
事

に
な
り
、
大
人
も
子
ど
も
も
初

め
て
の
試
み
に
、
目
を
輝
か
せ

坂
本
城
は
築
城
後
約
一
〇
年

で
焼
け
落
ち
、
す
ぐ
に
再
建
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
大
津
城
へ
移

転

１
５
７
１
年
（
元
亀
二
年
）

明
智
光
秀
が
織
田
信
長
の
命

に
よ
り
、
坂
本
に
築
城

１
５
８
０
年
（
天
正
八
年
）

明
智
光
秀
が
坂
本
の
城
を
普

請
（
改
築
）

１
５
８
２
年
（
天
正
一
〇
年
）

明
智
光
秀
敗
死
、
明
智
秀
満

が
城
に
籠
る
も
、
坂
本
城
は
焼

失
１
５
８
２
年
（
天
正
一
〇
年
）

丹
羽
長
秀
が
坂
本
城
を
再
建

杉
原
家
次
が
坂
本
城
主

１
５
８
５
年
（
天
正
十
三
年
）

浅
野
長
政
（
長
吉
）
が
棄
城

し
、
大
津
城
へ
移
転

そ
の
後
約
十
五
年
で
、
大
津

城
は
焼
失
・
棄
城
さ
れ
膳
所
城

へ
移
転
、
膳
所
城
は
約
二
七
〇

年
間
存
在
し
た
が
、
明
治
時
代

に
な
り
取
り
壊
さ
れ
た
。

１
５
９
５
年
（
文
禄
四
年
）

京
極
高
次
が
大
津
城
主

１
６
０
０
年
（
慶
長
五
年
）

西
軍
の
攻
撃
に
よ
り
大
津
城

焼
失

１
６
０
１
年
（
慶
長
六
年
）

膳
所
城
、
築
城

戸
田
一
西

が
初
代
城
主

１
６
５
１
年
（
慶
安
二
年
）

本
多
俊
次
が
膳
所
城
主

１
６
６
２
年
（
寛
文
二
年
）

膳
所
城
地
震
に
よ
り
倒
壊

１
８
７
０
年
（
明
治
三
年
）

膳
所
城
取
り
壊
し

坂
本
城
が
大
津
城
へ
移
さ
れ

た
と
き
、
両
城
が
ご
く
近
く
で

あ
る
こ
と
、
極
め
て
短
期
間
で

移
築
さ
れ
た
こ
と
、
両
者
の
縄

張
り
が
極
め
て
似
て
い
る
こ
と
、

ま
た
下
阪
本
の
跡
地
に
石
垣
な

ど
を
含
め
坂
本
城
の
遺
構
が
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
を
考
え
る
と
、
石
垣
を
含
む

坂
本
城
の
資
材
の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
が
そ
の
ま
ま
大
津
城
へ
移

さ
れ
、
築
城
に
用
い
ら
れ
た
こ

と
が
推
定
で
き
る

（
坂
本
城
の
遺
構

と
し
て
は
、
琵
琶

湖
水
面
下
の
石
垣
・

胴
木
及
び
一
部
の

移
築
さ
れ
た
聖
衆

来
迎
寺
の
表
門
が

あ
る
）
。

大
津
城
が
膳
所

城
へ
移
さ
れ
た
と

き
、
坂
本
城
→
大

津
城
の
時
と
同
様

に
、
大
津
城
の
資

材
の
う
ち
、
多
分

石
垣
な
ど
を
含
め

て
、
そ
の
多
く
は

膳
所
城
へ
移
さ
れ

た
が
、
一
部
は
膳

所
城
以
外
へ
移
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
（
大
津
城
の
天
守
は
彦

根
城
へ
移
築
と
さ
れ
る
）
。

膳
所
城
が
取
り
壊
さ
れ
た
と

き
、
塀
な
ど
そ
の
資
材
の
一
部

は
膳
所
城
の
中
に
残
さ
れ
て
い

る
が
、
一
部
は
寺
院
・
神
社
な

ど
に
移
さ
れ
て
い
る
（
膳
所
城

の
門
は
若
宮
神
社
表
門
へ
移
築

な
ど
と
さ
れ
る
）
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
ま
で

に
残
さ
れ
て
い
る
坂
本
城
そ
の

も
の
の
遺
構
は
、
①
下
阪
本
の

湖
岸
に
残
さ
れ
た
石
垣
と
胴
木
、

②
聖
衆
来
迎
寺
に
移
築
さ
れ
た

城
門
の
二
つ
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
他
に
③
坂
本
城
→
大
津
城

→
彦
根
城
へ
と
移
築
さ
れ
た
天

主
、
④
坂
本
城
→
大
津
城
→
膳

所
城
と
移
築
さ
れ
、
現
在
も
膳

所
城
に
残
る
石
垣
な
ど
の
遺
構
、

⑤
膳
所
城
取
り
壊
し
の
後
に
移

築
さ
れ
た
若
宮
神
社
の
表
門
な

ど
に
坂
本
城
の
遺
構
が
残
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
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坂
本
城
は
ど
う
な
っ
た

坂
本
城
を
考
え
る
会

事
務
局

梶
原
大
義

て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
折
り
紙
は
、
作
り
方

も
教
え
た
の
で
、
興
味
を
示

し
、
長
い
間
い
く
つ
も
折
り

続
け
た
子
ど
も
さ
ん
も
あ
り

ま
し
た
。
「
昨
日
来
た
け
ど

お
も
し
ろ
か
っ
た
の
で
今
日

も
来
た
」
と
、
２
日
間
来
て

く
れ
た
子
供
も
い
ま
し
た
。

本
年
度
も
楽
し
い
ブ
ー
ス

と
な
る
よ
う
、
展
示
や
紙
芝

居
の
上
演
の
仕
方
を
工
夫
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
坂
本
城
や

本
会
の
活
動
を
、
よ
り
一
層

身
近
に
感
じ
て
頂
け
る
よ
う

準
備
を
し
て
い
ま
す

聖衆来迎寺表門


